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第１回東近江市総合計画審議会及び第２回政策推進懇話会 【会議録要旨】 

 

■日時：令和７年２月18日（火）午後１時30分から午後３時45分まで 

■場所：東近江市役所313・314会議室（新館３階）  

■出席者：計26名 

委員 17名（欠席者３名） 

深尾昌峰委員 向 春美委員 谷川裕一委員  原 英児委員 矢島之貴委員 

安田 剛委員 村田吉則委員 増田伊知郎委員 山崎 亨委員 大塚ふさ委員 

白銀研五委員 青地弘子委員 上坂よう子委員 谷川尚己委員 長谷川嘉彦委員

藤田明男委員 筒井 正委員（途中退席） 

（欠席者：湯ノ口絢也委員 井上由美委員 堤洋三委員）  

事務局 ９名 

企画部 部長 曽羽道明  次長 中堀智之  管理監 古川暁 

政策推進課 課長 西川寛  課長補佐 上林亜紀  係長 小杉武史 

株式会社地域計画建築研究所 石井 髙瀬 丸山 

 

１ 市長挨拶  

小椋正清

東近江市長 

○雪の中、出席いただき感謝する。当市は近畿の北部に位置し、市域の

中でも太平洋側気候、日本海側気候等様々な気候が入り混じる地域

である。 

○第１回東近江市総合計画審議会・第２回政策推進懇話会ということ

で、委員に御協力をお願いする。東近江市の未来がかかっており、ぜ

ひ知恵をお借りしたい。 

○本市は合併して20年が経ち、２月11日に市政20周年記念式典を行っ

た。これからもしっかりとした市政運営を目指していきたい。東近江

市は合併したことによって、源流から河口まで、森里川湖で一体とな

って市政を考えられる。このような立地はほかになく、メリットを最

大限にいかしたまちづくりを行いたい。 

○国際情勢を中心に、まちづくりの在り方など大きな変化の時代を迎

えている。国内でもＩＴやＡＩが発達しており、今後、生き方などの

価値観を変えていく必要がある。日本はＧＤＰが世界４位となった

先進国ではあるが、今後、貨幣経済の優位性が市民の幸せにつながる

のかということは考えていかなければいけないテーマだと考えてい

る。 
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○これから第３次総合計画を策定することになるが、地方自治体は市

政運営がかなり厳しい状況である。市民の価値観が変わってきてお

り、行政に要望する内容が大きく変わっている。これについては、当

委員会で論議をしていく必要があると思っている。 

○先日、ネイチャーポジティブのシンポジウムに出席し、非常に勉強に

なった。東近江市の市域の56％を占める森林は有効な資源であると

再認識し、本市のアイデンティティとして捉えていきたい。同時に市

民にとっての幸せ、満足感、居心地のよさについて、社会経済という

物差しだけで測れるのかどうかと感じた。 

○これから本市は、自己完結能力のあるまちを目指したい。当市には森

里川湖と1,000年を超える歴史と森林があるが、行政の磨き上げが十

分でなく、今後は更に磨いていきたい。例えば聖徳太子1,400年事業

は歴史文化を磨いていこうとしている事業である。資源をベースに

歴史・文化・伝統・自然の存在を重視し、中心市街地ではにぎやかに

遊べる場所、公共交通の充実、利便性が必要となる。 

○本市にはたくさんの働く場、幼稚園・保育園から大学まであり、近畿

圏で最も大きい耕地面積8,300ha、大阪圏と名古屋圏両方をつなぐ立

地の優位性もある。しかし少子高齢化の問題があり、全ての施策は少

子化対策であると職員に伝えている。本市は全国屈指の子育て支援

に力を入れている自治体であり、以前には子育て支援にお金を使っ

ている全国1,700の自治体のうち４位に選ばれている。これは自慢す

ることではなく、当たり前のことだと考えている。当たり前のことを

当たり前に行いつつも、他の事例や施策の後追いではなく、トップラ

ンナーを走らなければならないと考えている。 

○そこで委員の皆様には、第３次総合計画の作成に当たり、お持ちいた

だいている素晴らしいアイデアと知識と経験をいかしてぜひ御意見

をいただきたい。当計画は市が誕生して20年の節目に、これまでの20

年を振り返り、これからの20年を考える大きな基盤になる。形だけ整

える計画ではなく各部局の施策につながる礎としたい。素晴らしい

計画ができるよう本音で様々な提言をいただけるようお願いする。 

２ 委嘱状交付 

・市長から、代表として深尾委員に委嘱状の交付 

・委員・出欠者の紹介 

・資料の確認 



3 

 

３ 総合計画審議会 会長及び副会長の選出について 

事務局 

 

○東近江市総合計画策定条例施行規則の第３条１項に基づき、委員の

互選により座長及び副座長を選出することとなっているが、どのよ

うに選出するかお諮りしたい。 

委員 ○事務局一任。 

事務局 ○事務局一任という声があがったが、事務局一任で異議ないか。 

委員一同 ○異議なし。 

事務局 ○事務局案として、総合計画審議会委員は政策推進懇話会委員と兼任

いただいていることから、会長については、政策推進懇話会座長の深

尾座長、副会長については政策推進懇話会副座長の矢島副座長を提

案したい。 

委員一同 ○異議なし。 

事務局 ○それでは、会長は深尾委員、副会長は矢島委員にお願いしたい。会

長、副会長から就任の挨拶をお願いしたい。 

会長 ○今回の総合計画策定では重責を担う。委員の皆様は多様なバックグ

ラウンドをお持ちであり、毎回活発に多くの意見をいただける審議

会となっており会長としては非常に頼もしく思っている。 

○市長も述べていたように、今回の総合計画は今まで以上に重要と認

識している。理由は、社会情勢の変化が激しいこと、価値観が変わっ

てきていることが挙げられる。東近江市は、地理的なポジションや農

業の課題等もポジティブなものに転換させていけると思っている。 

○市長からも話があったように、総合計画が今後の指針になるという

のは確かである。皆様に協力をお願いしたい。 

副会長 ○私は生まれも育ちも東近江市であり、東近江市以外に住んだことが

ない。多くの皆様に東近江市はいいところだと言われるが、課題も多

く感じている。仕事でも、地域で自治会長をする中でも多くの課題に

直面している。 

○これからは変革の時代である。世の中が大きく動く中で、地域でも多

くの変革がある。これからの10年・20年先の東近江市がどうあるべき

かを皆様と一緒に考えていきたい。 

４ 諮問 

・小椋正清市長から深尾会長に諮問 

・小椋正清市長は、他公務により退席 
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５ 議題（進行：会長） 

【総合計画審議会】 

(1) 総合計画の策定方針について（資料３） 

(2) 第２次総合計画後期基本計画の成果課題について（資料４） 

・事務局より資料３、資料４の説明 

会長 ○策定方針については、各々確認いただきたい。成果課題集については、

今後審議会においてこの成果をベースに議論していくことになるが、

今時点でご質問やご意見はあるか。 

委員一同 （質問・意見なし） 

会長 ○成果課題集はそれぞれの政策、項目に関して成果をとりまとめている

資料であり、審議を進める中で政策について、現状・課題・成果につ

いて参照しながら、議論を進める。成果がないものに関してはなぜ成

果が出ていないのか、現在の書きぶりや方向性でいいのかなど、議論

しながら進める必要がある。今後、適宜参照いただきたい。 

委員 ○資料４について、評価結果の一覧表があれば分かりやすい。評価の理

由まではいらないので、１枚にすると分かりやすいと思う。 

事務局 ○今後、作成したい。 

会長 ○全て作成すると膨大な時間がかかることが想定される。検討内容に沿

って、整理する形でも良いので、省力化しつつ、作成をお願いしたい。 

 

(3) 各種アンケート調査の結果について（資料５） 

(4) 各種ヒアリング及びワークショップ等の結果について（資料６） 

・事務局より資料５、資料６の説明 

会長 ○インプットとしては膨大な量の調査結果を簡潔に報告いただいた。

様々なバックグラウンドをお持ちなので、それぞれの分野から意見

や質問をいただきたい。 

委員 ○庁内ワークショップの主事と主査という役職については概ねどのく

らいの年齢層か。 

事務局 ○入庁後概ね５年を経過した職員を対象にした。主査は係長になるま

での役職である。 

委員 ○若手を対象にしたということと認識した。 

○若者を対象にしたアンケートと大学生ワークショップの棲み分けは

どのようになっているか。 
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事務局 ○若者を対象にしたまちづくりアンケートでは、結婚や子育てに対す

る考え方も踏まえた上で、本市に対するイメージを聞いた。大学生ワ

ークショップでは、理想の暮らし方と実現に向けて必要なことなど、

個人的な希望を聞いた。 

委員 ○質問内容が違うという認識でよいか。 

事務局 ○質問内容と、ヒアリングとワークショップの手法も異なる。 

委員 ○大学生ワークショップの結果について、市内の大学に通う大学生の

結果となっているが、なぜ東近江市から県外へ出た学生の意見は聞

けなかったのか。 

○庁内の若手ワークショップについて、職員からも給食費の無償化や

子どもの医療費の無償化等のアイデアがあるが、これらのアイデア

が認められないのであれば、現在の社会の潮流とそぐわないのでは

ないか。議会の議決が必要なのは分かっているが、アイデアをトップ

に持ってあがる際に、トップでアイデアが認められない可能性もあ

ると思っている。 

○子どもの教育には多くのお金がかかるため、子どもを持ちたい人が

減っていくのではないか。トップとの相違を埋めていきたいと思っ

ている。 

事務局 ○市外に出ている東近江市出身の若者の意見については、参加者を募

ることを含め、スケジュールなどが困難であった。若者アンケートで

は市内在住の方で市外の大学に通っている人も対象にしている。 

会長 ○人集めを伴う調査は、結果的に属人的になってしまう恐れがある。オ

ンラインツール等を用いることや成人式のタイミングでお話を聞く

ことも考えられる。今後検討していきたい。 

○庁内若手ワークショップの意見については、非常に重要なポイント

であるが、この場の議論では、必要な方向性や施策について考えてい

ただきたい。例えば、子育て施策の中で今の東近江市は何を考えるべ

きか、ということについて議論するなど。その後の市の判断や必要な

施策が全て達成できるかについては別問題である。 

○国の政策の中で実現できないこともあるが、市長に要望し、市町村か

ら声をあげることも重要と考えている。 

○現場のワークショップだけでの意見すり合わせは難しいと考える

が、審議会は独立しているため、自由闊達に議論していただきたい。 
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委員 ○若者アンケートについて、就きたい職業に関して医療福祉分野が非

常に多く、大学での人材育成への責任の重さを改めて感じている。 

○人材を育てることは大学の役割と認識しているが、働き口があるか

どうかは懸念している。病院の数等が十分にあるかについて分かる

範囲で御教示いただきたい。当大学にも東近江市内近隣の学生が多

く通っており、多くの学生に伝えていきたいと考えている。 

事務局 ○具体的な数値は提示できないが、本市は福祉医療に関して人材不足

と言われている。しかし、人材を雇用したいが、実際に働きに来ても

らえるかは別の話である。 

○本市では、様々な医療現場を地域で充実させようと地域で創る総合

的な医療体制整備を行っているが、医療人材の確保が課題である。働

く場はあるが、人材を確保できない現状がある。 

会長 ○人材と雇用のミスマッチについては、原因について考えていかなけ

ればならない。医療福祉について勉強したい、就業したいというのは

特徴的な結果だと思う。 

委員 ○アンケートやワークショップの結果をどのようにフィードバックす

るのか確認したい。これらの結果を一部の政策決定者のみに共有す

るだけでなく、学生やお年寄りへフィードバックすることが重要だ

と考えている。 

事務局 ○今まで様々なアンケートを行う中で、市民意識調査は報告書として

公開していたが、ヒアリング等で実際に聞いた方へのお返しは行っ

ていなかった。今後検討していきたい。 

会長 ○今回はインプットの材料を提供いただく機会となったので、データ

を読み込んで各専門分野で考えていただくことと、市民としての観

点から考えることが重要である。 

○例えば商売されている方は、商売の感覚など、生活感覚や市民感覚が

重要となる。客観的な意見だけでなく個人の感覚も重要となるので

次回以降意見をいただきたい。 

委員 ○デジタル庁が幸福度の指標を出しているが、今後、総合計画を考えて

いく上では、指標の根拠や整合を図ることが重要と考えるので、内容

について精査していただきたい。 

事務局 ○承知した。 
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【政策推進懇話会】（進行：座長（会長）） 

(5) 総合戦略について（資料７・８） 

(6) 各種ヒアリング及びアンケート調査について（資料９） 

・事務局より資料７・８、資料９の説明 

座長 

（会長） 

○総合戦略について、計画策定の二度手間になる可能性があるため、国

の策定を待ち、計画を１年延長するという合理的な考え方が提示さ

れた。何か質問・意見はあるか。 

委員一同 （質問・意見なし） 

(7) 人口動向について（資料10） 

・事務局より資料10の説明。 

座長 

（会長） 

○今の段階で質問や意見はあるか。 

委員 ○中学校部活動の地域移行のコーディネーターをしている。子どもと

先生が減少しており、学校で行っている文化・スポーツ活動が支えき

れなくなっている。 

○東近江市ではスポーツ少年団の活動が盛んであり、約360名の中学生

がスポーツ少年団に参加している。中学生に限らず、地域で子ども達

の文化スポーツ活動をどのように確保するかが重要になる。子ども

たちだけでなく高齢者も含めた取組みを推進していただきたい。 

座長 

（会長） 

○非常に大切なポイントである。人口分析の資料から、若年層子育て世

帯が近江八幡など近隣市町に流出していることが分かる。その世代

の流出を止めるために、スポーツや教育の切り口から見ることが重

要であり、今あるものをいかした政策を行うことも重要である。 

委員 ○産業別就業人口について、市民の５万５千人が働いているが、市民の

半分以上が働いているという認識で良いか。 

事務局 ○認識に間違いない。産業別就業人口については、令和２年度の国勢調

査を使用しており、市内外で働くことは関係なく、全市民が対象であ

る。市内の人口全体をみても60％が15歳から65歳未満の働く世代な

ので、概ね50％が働いているという認識で問題ないのではないか。 

座長 

（会長） 

○感覚的には問題ないと思うが、改めて確認いただきたい。 

           ※【会議後の確認事項】として最後に追記 

○転出数の増加による人口減少については、外国人による転入数でカ

バーできているが、少子高齢化は進行しているので、どのように歯止
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めをかけるかが重要になる。 

○そのためには今後、様々な角度から検討していく必要がある。成果が

出ていない政策については、原因を検討し、抜本的に検討する必要が

あるかと思う。みなさんの知恵をお借りしたい。 

(8) 東近江市定住自立圏共生ビジョンの改良案について（資料11） 

・事務局より資料11の説明。 

座長 

（会長） 

○今の段階で質問や意見はあるか。 

委員一同 （意見・質問なし） 

 

６ 報告事項 

(1)  今後の総合計画・総合戦略等策定スケジュールについて（資料12） 

・事務局より資料12の説明。 

座長 

（会長） 

○今の段階で質問や意見はあるか。 

委員一同 （意見・質問なし） 

座長 

（会長） 

○今日はインプットすることが多いが、もう１度資料を確認いただき、

不明な点は事務局に遠慮なくお尋ねいただきたい。 

○来年度は議論が本格化するため、みなさんの協力をいただきたい。 

・司会進行を事務局に返す。 

 

７ 閉会 

部長 ○本日はお忙しい中、会議に参加いただき感謝する。また、委員を承認

いただいたことを感謝したい。 

○総合計画は市の最上位計画であり、すべての施策が集約されている。

各課の担当は総合計画を確認した上で、施策を進めている。 

○皆様が現場で見聞きされた具体的な話から意見をいただきたい。協

力をお願いする。 

事 務 局 

 

○以上で、第１回東近江市総合計画審議会及び第２回政策推進懇話会

を閉会する。 

○次回は５月21日（水）午後２時から開催するので、出席をお願いす

る。 

閉会 
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【会議後の確認事項】 

(7) 人口動向について（資料10） 

委員からの質問 

○産業別就業人口（資料10 P16）について、市民の５万５千人が働いているが、 

市民の半分以上が働いているという認識で良いか。（会議録要旨７ページ） 

 

（事務局） 

資料10の16ページ、産業別就業人口の数値は、国勢調査の結果に基づくもの

であり、令和２年の調査項目11「９月24日から30日までの１週間に仕事をしま

したか」への回答結果から導き出されています。 

この項目での仕事とは、自家営業（農業や店の仕事など）の手伝いや内職・

パートタイム・アルバイトも含まれます。また、回答の選択肢には「主に仕

事」、「家事などのほか仕事」、「通学のかたわら仕事」があり（休業者も含

む）、幅広い層が当てはまるため、54,938人(令和２年)が当時何らかの状況で

就業状態にあったという認識で相違ありません。 

なお、54,938人（令和２年）の男女別年齢階級別の内訳については、15ペー

ジに掲載している「男女別年齢階級別就業人口」でお読み取りいただけます。 

 


